
第253地区鶴周ロータリークラブ第1541回例会会報1990（平2・1・30）（天候曇）

例会場　鶴岡市馬場町　産業会館5階ホール　　例会日　毎過火曜日　午後12：30～1：30

盃県立　幹事低密衆議彦　伊予矛宗佐魅惑　衝1耳罷芸執誼憩鮮徹　起金串髄青筋　曙　痙陳謝鮎琴原初果　青少年垂億馳厳　腎

出席報告：会員88名　出席63名　出席率73．闘％　前回出席率77．33％　修正出席数72名　確定出席率85．33％

（会長報告）
高橋良士君

「かぜ」が大分流行っておりますので、少し
「かぜ」についてお話してみたいと存じます。

「かぜ」は感冒など色々な名称で呼ばれており
ますが、古くは唐の役人がちょっと身体違和感が

あるとき欠勤届の用語に「感冒」という言語を用
いたといわれております。

我国では、「続日本記」の第49代光仁天皇の時
代に「風の病」という言葉が始めて出ております
し、現在に至っても「かぜ」はすべての急性疾患
の半数以上を占めるという地球上で最も頻度の高
い病気であります。

「かぜ」の原因の90％以上はウィルスの感染に

よるもので、他に細菌やマイコプラズマの感染、

寒さに依るものなどがあります。
一般に「かぜ」と申しますと普通感冒（Comm－

om Cold）に始まって軽い肺炎までという広義

の解釈もありますが、狭義には普通感冒といわれ

る、私共が申しております上気道感染症、いわゆ
る「鼻かぜ」「喉かぜ」であります。
アメリカのデーターですが、年間1人のひとが

「かぜ」を引く回数は3－5回で、1才以下とな

りますと6～8回で、6才までは非常に高い頻度
を示しております。

一般成人でありますと3～4回「かぜ」にかか

りますから、そこで仕事のロスが生じます。

大人の場合ですと、30％～50％仕事を休んでし

まいますし、子供の場合は60～80％が学校などを

休むという事で社会的にも問題が生じて来るわけ
であります。

よく「かぜは万病のもと」といわれております

が、例えば「かぜ」でない病気でも初期症状とし
て「かぜ」としかとらえられない。だからスター

トの症状として沢山の病気の可能性が含まれてい

るという意味もありますし、二次的にいろいろな

余病をおこすという問題も含まれているわけであ
ります。

江戸の川柳に「鼻かぜがはやってどうにか息が
つけ」というのがありますが、これは医者の立場

からで、笑ってはいられない事実でありますが、

確かに「かぜ」のはやり具合いかんでは第1線の
開業医の診療成績にも反映して参ります。
「かぜ」の治療ですが民間療法を調べてみます
とミミズの煎じ茶が古くから漢方薬にもあります

が解熱剤として用いられております。日本では熟

欄に卵を入れた卵酒がありますが、イギリスへ行
きますと黒ビールに卵を入れて温めてのむ、子供
はジュースに卵を入れてのむようでありますし、

北欧では焼酎みたいなものに卵を入れて温めての
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んでおります。要するに温かいお酒で体をあった
めるのが第1であり、早く休んでねてしまえば2

日位で治ってしまうのが「かぜ」の状態でありま

す。
さて「かぜ」の予防法でありますが、流行期に
は、まずよく手を洗うこと、これは「せき」や

「くしゃみ」で周囲にとび散ったウィルスが粘液

の中で生きております。これを触った手で自分の

ロへ運ぶ日本人は、特に手を鼻や口へもっていく
のが得意ですから、これが原因でうっる事が大変

多い様であります。

湯あがりに冷水摩擦をいたしますと「かぜ」を
引く回数が非常に減ります。
又、寒いときには伊達の薄着をせずに厚着をす
る事が肝要であると思われます。

（幹事報告）
佐々木忠彦君

◎　来信・通知
（91／23　ライラ研修会からカウンセラー

2名　派遣願い

ライラ実行委員会

②1／25　会報到着　酒田東RC　山形RC

山形西RC

③1／25　草の根国際交流シンポジウム

共催依頼　　　　　　鶴岡市長
④1／26　温海RC創立20周年式典日程変更

6月3日（日）

⑤1／26　いなほの会通信

⑨1／26　新会員セミナーのお礼状

分区代理
◎　例会変更
鶴岡西RC　2月9日（金）たら汁例会のため

場　所　　坂　本　屋

点　鐘　18：00

登録料　　￥4，500

タ　　　フ　　汁　　例

／料理長あいさつ／
新穂光一部君

おばんでございます。

鱈はこれまで十数回料理
した中でベストです。海
の状態が良くて日曜日か

ら漁れ始めたそうです。

きのうとっておいたんで

すが、今日さらにいいの

が入ったのでチェンジし

てもらいました。鱈その

ものはいいので、サシミ

もたべられます。あとは、あまいとかしょっぱい

とかいっていただければいいと思います。

私もそろそろ十数回にもなりましたので、後継

者を育てたいと思っていますので希望者がおられ
たら私のところまでよろしくお願いいたします。

会

／カンパイ　／

会　長　　高橋良士君
本日は庄内の冬の風物詩でございます。「鱈汁
例会」でございます。新穂名シェフが腕によりを
かけてお待ちしているようでございます。また後

ほどオークションもございます。皆様を金余りの

日本人とは申しませんが、ピカソやゴッホのひま

わりを落とすいきおいでチャレンジして頂きたい

と思います。それではカンパィ．／
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今年はどんな味かな－

～　ゲ・オークショ　ン　　～

〟テキヤのテッチャン〝名口上

／会報委員会／
小松　　稔君

ちょっとお時間を頂きます。番付あとでゆっく

りご覧いただきたいのですが、番付ができたゆえ
んは、別になんにも無く、偶然の思いっさでやっ

ただけの話です。特別の思い入畑まなく、まった

くの遊びでやったことでこざいますけれども、ア
ンケートにご協力いただいた方が想像以上に多かっ

たものですから、若僧の遊びにしては協力が得ら

れたものと喜んでおります。

「のせられてしまうね－」

／酒豪番付行司／
高橋良士君

アンケートによる自主申告であるため、番付を

拝見すると中には少々、控えめに解答された会員
もおられる様である。というのは、アルコールの

飲みすぎによる肝疾患の患者さんを問診すると、

〟東の正横綱に敬意を表して〝
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実際には毎日5台の晩酌をしている（家人の言に
よると）患者さんは、3台位しかのまないときまっ

て少なめの答えがかえってくる。

御存知のようにアルコールは必ず肝臓を通る飲
物であり、アルコールの飲みすぎは肝臓病の終着

駅ともいわれている肝硬変へと進行することが多
い。

そこでアルコール摂取量の安全域の上限は日本

酒では1日3台、ウィスキーではダブル3杯、ビー
ルなら大ビン3本が限界であり（勿論これより少

ない方がよろしい）、しかも週2回は休肝日とす

ることがのぞましい。従って、この基準をオーバー

している会員は今からでもおそくはないから節酒

される様に。

又、お酒をのむときは肝臓を保護する意味で、
食事を充分摂取することである。
酒は古来“百薬の長”といわれている様に、メ
リットも極めて高く、その適量はストレスの解消、

更に人間関係、コミュニケーションの円滑化には

欠くべからざるものがあり、その効用は計りしれ
ないものがある。

今日の鱈汁はサイコ一．′

ゲスト立川RCのみなさん

佐々木耕雲筆による見事な番付表

／おわりのことば／
佐藤　　昇君

本日、新穂光一郎君には、

すぼらしい鱈汁を調理して

頂きありがとうございまし
た。又、社会奉仕委員会の

皆様もご苦労様でした。最
後に佐々木君の名口上にお
礼申し上げ、本日の例会を
終了させていただきます。

ゲ　　ス　　ト

加藤有倫君（鶴岡西RC）
デブ　ラ　ー　さん

（オーストラリアよりの交換学生）

保科幸三君（立　川RC）
石崎石雄君（立　川RC）
鶴巻鉄也君（立　川RC）

ガバナー公式訪問

職　場　訪　問


